
『
リ
ロ
ョ
，

57 I
ド

、



1

分

福
羅
蹴
隠
澗
…
緬
蕊
鯉

蕊
熟
蕊
庵

置
電第

一
千
葉
漣
つ
、
小
山
内
仁
一
一
・
蔀
、
平
井
み

ち
、
角
田
禰
壽
詞
澱
国
雄
木
下
カ

ツ
ヱ
、
ゞ
工
藤
房
之
助
、
中
村
伊
佐
美
、

6‘月5日

号 ●-‐よ金 木 ‘か、だ
▲
Ｐ

り一
千
葉
せ
つ
、

》
ち
、
角
田
雪

一
ぽ

昭
示
て
参
考
ま
で
に
次
に
あ
げ
て
み
よ
う
一

鯏
罐
灘
洲
轆
劉
舗
電
軸
唾
一

一
、
定
期
続
蚕
の
琶
鰻

則 四
一
剛
転
決
定
訳
第
通
知
す
る
こ
と
に
な
つ

－
－
て
い
る
。

荊
一
註
計
竝
器
検
森
の
意
鍍
毛
の
他
に
つ

9 年 （2）

◇
本
町

特
別
註
員
角
田
正
男
、
森
岡
軍
雄

鳴
海
趣
吉
、
西
沢
と
み
、
山
田
真
簿

佐
藤
直
蔵
、
角
田
年
江
、
阿
部
銭
雌

正
祗
頁
‐
口
戸
谷
戯
太
郎
、
津
騒
武

三
、
中
村
国
江
、
長
尾
永
吉
、
白
川
よ

そ
、
津
里
行
、
太
田
昌
三
、
荒
井
さ
わ

松
野
き
よ
江
、
癒
橋
哲
夫
、
秋
元
永
一

休
次
木
勇
、
外
崎
忠
一
、
大
掘
み
ん
、

外
崎
秀
雄
、
角
田
裕
舂
子
、
商
編
英
雄

二
、
定
期
桧
査
受
徐
の
謹
務

、
一

吋
斌
器
を
取
引
上
ま
た
は
託
朋
上
に
法
一

目
的
を
遂
行
す
る
上
の
行
政
捨
極
で
あ

り
そ
し
て
ま
た
淀
期
検
査
は
、
こ
の
取

締
措
瞳
の
一
端
を
な
す
も
の
で
あ
る
ｑ

当
川
役
溺
で
は
献
趣
器
の
所
有
詩
に
、

五
用
二
十
六
日
ま
で
、
肘
承
器
受
検
の

叩
溌
奮
を
提
出
す
る
よ
う
お
知
ら
せ
は

し
て
諺
る
が
、
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
至
急
申
蹄
す
る

よ
う
鰹
望
し
て
い
る
。

な
お
餐
人
の
検
在
日
に
つ
い
て
は
、
日

剛
記
決
定
次
第
通
知
す
る
こ
と
に
な
つ

日
本
赤
十
字
社
々
員
名
簿

ｌ
ｅ
ｐ
１
舎
二
”
－
“
二
』
Ｉ
色
邑
警
’
二
号
ｄ
Ｉ
全
Ｓ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
，
１
・
言
’
二
寺
０
１
〔
一
国
Ｉ
二
一
一
‐
‐
’
二
壱
．
Ｉ
一
言
’
二
己
’
二
一
・
’
二
章
．
ｌ
二
一
．
’
二
一
ｉ
巳
二
』
悪
‐
‐
．
Ｑ
二
・
・
勘
１
凸
二
・
ｌ
二
言
’
二
一
’
二
画
。
’
一
房
－
１
二
言
Ｉ
二
一
・
，
１
二
』
ｉ
Ⅱ
二
一
０
‘
０
三
一
。
Ｉ
二
言
１
‐
‐

受
瞼
申
請
書
は
早
く

一

七
月

一
一

潔
藩
蕊
蕊
尋
一

徳
、
嘩
二
よ
、
渡
辺
明
、
新
岡
功
一
、
｜

安
田
韮
嬉
河
健
確
定
一

新
岡
千
代
治
、
阿
部
亜
吉
、
高
祇
シ
ゲ

中
村
彌
市
、
大
橘
忠
雄
、
対
馬
カ
ネ
、

阿
部
勇
三
、
角
田
徳
造
、
荒
関
通
義
、

行
戸
谷
定
一
、
小
笠
厩
あ
れ
、
中
元
み

せ
、
行
戸
谷
由
雄
、
津
勘
市
太
郎

◇
三
軒
町

特
別
牡
員
気
仙
蝿
太
弱
、
佐
藤
昇

正
賦
員
佐
藤
忠
吉
、
蓬
元
勇
、
白

川
挫
一
、
小
笠
膜
貞
之
助
、
藤
元
聖
吉

斎
藤
磁
一
、
宮
川
俊
明

◇
小
川
町

特
別
肚
貝
北
川
亥
之
助
、
花
田
広

ｑ
一
日
・
町
口
ｌ
ｐ
ｆ

匡

当
町
で
は
昨
年
、
腰
作
物
の
災
害
、
特

一
に
病
害
虫
防
除
の
徹
底
を
期
す
る
目
的

詮
も
っ
て
、
対
策
協
職
会
及
び
防
除
班

慈
組
繩
し
た
が
、
そ
の
醗
業
内
容
や
実

施
方
法
羅
次
に
あ
げ
て
み
よ
う
。

一
、
目
的

農
作
物
の
災
害
特
に
病
害
虫
防
除
の

撤
底
を
期
し
生
産
意
欲
を
姻
進
せ
し

め
陛
業
生
産
の
墹
強
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

月
幸
抄
叩
計
量
雨

定
計
球
単
位
に
よ
っ
て
計
遮
に
使
用
す

る
藷
は
、
そ
の
附
趾
無
に
つ
い
て
極
蚕

を
亜
け
れ
ば
な
ら
な
い
穀
務
を
負
わ
さ

れ
て
い
る
。

若
し
こ
れ
に
遠
反
し
た
蝿
合
は
五
万
円

以
下
の
罰
金
叉
は
六
カ
月
以
下
の
燃
役

若
し
く
は
、
徴
役
と
剛
金
と
を
併
科
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

【
笠
】
１
、
法
定
計
算
母
軍
位
と
は

イ
・
垂
さ
Ｉ
米
、
尺
、
吋
、
ヤ
ー
ル

金
木
町
病
害
虫

防
除
対
策
協
議
会

連
絡
を
密
に
増
産
を
期
す

（
五
月
十
八

＝ 計
量
器
の
定
期
検
査

病
害
虫
防
除
対
策
協
議
会
と
防
除
班

ｊ
八
日
現
在
）

、
、
正
献
員
高
祇
哩
二
郎
、
福
山
恒
四

郎
、
佐
々
木
法
導
、
田
村
太
郎
、
長
谷

彌
市
、
岩
城
正
吉
、
秘
元
常
雄
、
佐
藤

栄
太
郎
、
長
尾
岩
雄
、
大
掘
タ
ヨ
、
笹

ゞ
木
秀
七
、
石
岡
満
、
山
田
豊
、
成
田
松

太
郎
、
伊
藤
醸
市
、
宕
間
清
美
、
鳴
海

僅
一
薊
、
森
勇
佐
、
福
士
年
、
岩
間
浩

勝
、
相
馬
の
ぶ
、
笹
木
正
巳
、
笹
木
昭

治
、
長
内
武
雄
、
金
田
光
正
、
大
噛
俊

三
、
田
村
耕
蔵
、
沢
田
永
吉

◇
蒔
田

特
別
冠
園
吉
田
長
一
郎
、
吉
田
ハ

レノ

正
肚
員
白
川
若
葉
、
外
崎
た
け
、

佐
藤
多
八
郎
、
川
口
唯
一
、
掘
田
永
太

郎
、
田
中
佐
之
、
吉
田
象
一
、
吉
田
七

郎
、
佐
野
専
四
郎
、
田
中
三
、
白
川
万

－

二
、
車
業
の
内
容

１
、
淫
業
災
審
稽
に
病
密
虫
の
突
態

莚
科
学
的
に
鯛
恋
し
災
害
対
瀝
の
技

術
的
換
討
を
行
い
そ
の
具
体
策
を
樹

立
す
る
。

２
、
災
害
発
生
の
窟
あ
る
時
叉
は
蔓

延
の
感
あ
る
錫
合
は
直
ち
に
予
防
及

が
防
止
の
具
体
的
計
画
を
樹
て
実
施

に
当
る
。

三
、
実
施
方
法

１
、
協
蟻
会
の
機
成

会
長
町
畳
花
田
一

副
会
便

ロ
・
泣
さ
１
箕
匁
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

グ
ラ
ム

ハ
・
伍
１
斗
、
升
、
合
、
弓
、
リ
ツ

・
ト
ル

２
、
軍
引
又
は
旺
明
の
意
義

計
遍
は
社
会
生
活
の
総
ゆ
る
部
門
に
お

い
て
行
わ
れ
る
が
、
計
煙
法
が
規
制
す

る
の
は
主
と
し
て
、
取
引
上
及
び
証
明

上
に
限
ら
れ
て
い
る
。

『
取
引
』
と
は
物
又
は
役
務
の
給
付
を

｜
蔵
、
白
川
墓
一
節
、
白
川
粂
雄
、
外
崎

一
精
一
、
田
中
良
次
郎
、
加
藤
塞
頭
、
岡

一
田
伝
作
、
麩
定
金
作
、
謎
元
金
択
郎
、

吉
田
米
五
郎
、
跨
勘
正
守
、
田
中
柳
吉

黒
滝
薑
之
助
、
白
川
伝
右
禰
門
、
田
中

い
せ
、
吉
里
属
、
白
川
い
せ
、
白
川

源
太
郎
、
岡
田
璽
勝
、
川
口
豊
術
、
白

川
由
吉
、
田
中
満
一
、
田
中
多
稀
、
田

中
重
正
、
吉
田
由
吉
、
白
川
亜
一
、
秋

元
東
五
郎
、
白
川
峰
一
、
川
口
篤
逸
、

川
口
亀
十
郎
、
吉
田
基
一
蔀

◇
川
端
町

特
別
駐
貝
津
勵
万
次
郎
、
伊
丸
岡

勘
二正

賦
員
長
尾
助
石
衛
門
、
袴
田
オ

動
、
津
島
期
五
郎
、
津
鴎
茎
一
蔀
、
徳

田
長
勤
下
田
鉄
一
之
鴎
野
宮
蟹
一
蔀

津
島
万
之
轌
角
田
丈
左
術
門
穏
田

吉
太
郎
伊
丸
岡
径
子
、
角
田
宗
助
、

長
尾
新
太
郎
、
津
島
疎
太
郎
、
標
田
万

之
延
、
津
島
新
五
郎
穂
眉
垂
七
、
棟

目
的
と
す
る
業
務
上
の
行
楠
で
あ
っ
て

禰
恢
、
無
演
を
問
わ
な
い
。
即
ち
物
だ

け
で
な
く
、
役
猫
も
含
ま
れ
る
か
い
雌

疏
、
諦
錘
、
委
鮖
等
も
取
引
で
あ
る
。

『
証
明
』
と
は
公
に
叉
は
梁
務
上
他
人

に
一
定
の
率
爽
が
真
実
で
あ
る
旨
垂
証

明
す
る
こ
と
を
い
う
。

３
、
定
期
桧
査
実
砺
区
域
内
の
市
町
村

の
事
前
嗣
査

定
期
恢
盃
実
施
の
公
示
が
あ
っ
た
時
は

関
係
市
町
村
鋒
は
法
第
百
三
十
九
条
に

よ
り
討
瞳
器
の
使
用
老
と
モ
の
討
滋
器

の
祁
郷
及
び
数
圦
を
鯛
恋
し
知
事
へ
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

農
業
委
只
会
煙
田
中
国
吉

蚕
風鐙

聯
露
隆
業
白
川
彌
太
郎

経
濟
委
凰
奨
白
川
臓
鐘

副
食
》
業
協
同
組
其
田
市
五
郎

隆
業
共
済
組
合
艮
傍
島
正
守

植
物
防
除
“
中
村
健
輔

〃

泉
谷
正
義

℃
改
良
普
及
主
任
岩
田
蕊
行

２
、
運
営
方
法

イ
、
会
長
は
会
務
を
総
理
し
、
副
会
長 口

l唾

腎髪儲
｜
吉
田
敏
正
、
吉
田
米
逸
、
奈
良
俊
栂
、

一
吉
田
与
七
郎
、
白
川
恨
一
、
白
川
象
五

一
鵬
耐
桶
炉
端
蠅
祁
毒

太
郎
、
白
川
満
治
、
高
橋
時
蔵
、
白
川

一
一
寄
美
雄
、
白
川
藤
五
郎
、
白
川
柾
次

’

特
別
趾
員
藤
野
ち
ゑ
、
中
谷
幸
一

成
田
清
騨
、
秋
元
武
勇

正
鮭
員
伊
藤
正
美
川
騎
私
涯
、

米
谷
リ
セ
、
中
村
正
造
、
荒
閑
純
輔
、

村
田
忠
三
、
動
呂
敏
雄
、
荒
関
キ
ネ
、

富
美
雄
、
白
川
藤
五
郎
、
白
川
柾
次

郵
い
麸
元
良
作
、
角
田
柾
太
郎
、
白
川

念
四
郎
白
川
清
一
、
白
川
竹
治
、
津

島
環
次
郎
、
白
川
常
一

◇
南
新
町

対
溌
本
部
長
と
連
絡
の
上
予
盟
び
一
御
難
劇
鯏
鰡
鯛
鮒
》

防
止
の
揖
導
を
な
す
。

１
、
防
除
班
の
編
成
別
紙
細
成
表
に
－
４
世
識
雛
鰡
瀦
朧
捗
後

三
、
実
施
方
法

方
喜
一
郎
、
大
樒
鉄
五
郎
、
基
曜
塞
二

郎
、
津
圏
勘
之
助
、
花
田
柾
二

◇
不
動
林

特
別
牡
員
白
川
芳
治
、
白
川
誌
英

正
症
昼
角
田
勇
次
郎
、
白
川
忠
雄

白
川
重
太
郎
、
白
川
幸
雄
、
古
田
敏
雄

｜
、
目
的

歴
作
物
病
害
虫
の
発
生
及
び
整
延
を

防
止
し
韮
剤
散
布
に
当
り
技
術
掴
導

を
な
し
、
羅
業
生
壷
の
塘
強
を
図
る

を
目
的
と
す
る
。

二
、
衷
業
内
容

Ｉ
、
防
除
区
域
の
病
害
虫
の
爽
態
惹
溺

盃
し
相
互
の
連
綣
を
密
に
し
防
除
対

罐
に
努
め
る
。

２
、
班
憂
及
び
班
賦
は
粘
時
病
筈
虫
発

生
の
有
無
を
確
認
し
、
発
生
の
倶
れ

あ
る
時
叉
は
蔓
延
の
倶
れ
あ
る
時
は

は
会
抵
を
柳
佐
し
、
会
長
噸
故
あ
る

と
き
は
職
務
を
代
理
す
。

ロ
、
ま
い
会
は
対
確
の
華
本
方
針
を
協

睡
決
定
す
る
と
と
も
に
左
の
業
務
に

当
る
。

ｌ
、
病
害
虫
防
除
の
晦
期
方
法
強
用

負
担
等
に
関
す
る
企
画

２
、
印
刷
物
座
識
会
巡
川
相
砿
そ
の

他
の
方
法
に
よ
る
濟
及
血
伝

３
、
県
腱
率
賦
腕
蝿
の
病
害
虫
発
生

予
報
そ
の
他
の
悩
報
の
城
築

４
、
防
除
に
必
狸
な
る
莱
剤
並
に
斑

材
の
砺
保
及
び
斡
旋
配
給

５
、
部
落
防
除
班
へ
の
概
報
の
提
供

並
に
技
術
の
損
禅

６
、
薬
剤
の
鯛
轆
並
に
桐
郡

金
木
町
病
害
虫
防
除
班

幸 負

三
一
浦
圧
吉
、
小
田
桐
長
一
、
長
尾
多
市

太
田
ユ
キ
、
金
一
蔀
、
溜
井
窪
次
郎
、

｜
白
川
く
に
よ
、
白
川
義
孝

一
◇
朝
日
町

一
雫
却
応
員
．
角
田
市
五
郎
：

蒋
別
肚
員
浅
木
貞
子
、
憂
利
安
吉

菊
地
銭
郎
、
山
田
勝
太
郎
Ｌ
‐

正
泣
員
竹
内
鶏
吉
、
福
長
亜
忠
、

田
中
雄
太
郎
、
角
田
由
吉
、
小
林
長
太

田
中
勇
吉
、
獅
引
政
雄
千
田
正
雄
、

佐
藤
直
太
邸
中
村
洋
左
痴
門
、
阿
部

鉄
雄
、
千
葉
趣
治
、
津
島
イ
シ
、
或
藤

湾
造◇

新
冨
町

特
別
賦
員
秋
谷
涛
逸
、
角
田
叉
七

大
橋
得
司

正
鮭
員
沢
田
沢
吉
、
川
口
鶏
三
郎

沢
田
与
作
、
神
康
人
、
外
緬
叉
五
郎

沢
田
茂
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郎
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又
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倶
れ

あ
る
蝿
合
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別
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ロ
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薬
剤
配
布
方
法

３
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経
喪
血
担

薬
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所
要
錘
の
１
’
２
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役
鋤
よ
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儀
配
布
し
、
不
足
分
の
１
－
２
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実
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者
負
担
実
施
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当
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。
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の
他
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証
鍵
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剤
の
配
布
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領
承
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対
し
て
の
配
布
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簿
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対
溌
本
部
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防
除
狂
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当
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決
め
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長
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。
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猛
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り
ん
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連
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年
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消
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観
閲
式
表
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,矛 一
梅
雨
末
期
に
近
づ
い
て
大
雨
が
降
り
郷

い
と
あ
る
の
で
傾
斜
地
で
は
予
め
土
纏

便
蝕
防
止
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
五
月
以
晦
の
降
水
城
は
並
か
、
や

や
商
め
と
あ
る
の
で
実
止
り
後
の
果
実

の
発
行
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
年
の
り
ん
ご
栽
培
は
順

鯛
に
池
む
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の
と
思
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れ
る
が
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次
の
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う
な
点
に
注
意
す
る
必
挫
が
あ
ろ
う

四
月
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順
気
味
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あ
る
の
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ニ
リ

ヤ
病
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発
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に
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発
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蕊
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熱
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